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要約　
　　本研究の目的は保湿力が高く使用感の良いリップクリームの材料を明らかにすることである。実　験によっ
て、ツバキオイルとヒアルロン酸が効果的であることがわかった。本研究では水分を保持
　できる成分、蒸発を阻止する膜のような成分を含むリップクリームが保湿力に優れているというこ
　とが結論づけられた。

１．はじめ
コロナ禍でマスク生活が余儀なくされたことにより、多くの人々が唇の乾燥に悩まされている。一方で、保湿

力だけに特化したリップクリームではそのベタつきによりマスク使用時に不快感を覚える人も多いだろう。しか
し、市販のものではべたつきと保湿力のどちらも満足でき、肌の刺激も少ない商品を探すのは難しい。そのた
め、市販のリップクリームを買うよりも自分たちでべたつきと保湿力に特化したものを作ればよいのではないか
と考えた。そこで、使用する材料やその比率、組み合わせを変えてマスク生活の中でも満足度の高いリップク
リームを作る実験を行った。
そこで、水分を与える物質と蒸発を阻止する物質を使うことで肌の保湿力を高められるのではないかという

仮説を立てた。

２．研究手法
まず、市販のリップクリームに含まれる唇に良い影響を与える成分を調べ、リップクリームのベースとなるワセ

リン・ミツロウ、植物性オイル、肌に良いとされる成分のグリシン（アミノ酸）・ヒアルロン酸・コラーゲンからそれぞ
れ１つずつ計ｘ：ベースとなる物質（ワセリン、ミツロウ）ｙ：植物性オイル（オリーブオイル、ホホバオイル、シアバ
ター、ツバキオイル）ｚ：美容に
効果的な成分（アミノ酸、ヒアルロン酸、コラーゲン、セラミド）をそれぞれを組み合わせた。＜組み合わせ方

を記載（このように組み合わせた理由なども）＞これらを1つずつ計3種類を熱撹拌機を用いて溶かし、混ぜ合
わせて再硬化させ合計、１４種類のリップクリームを作ったのリップクリームを。はじめに、実験を通して保湿力
を水分蒸発量から調べ、量それらの結果から保湿力に優れていたものを、１１名に実際に使用してもらい、い
くつかの観点から評価してもらった。また、使用感はベタつきという観点から実際に使用していただいた生徒
にアンケートをとり、数値化した。

　≪実験１≫
　水分蒸発量を調べるために、乾燥餅の表面に作った１４種類のリップクリームを塗り、塗布直後と４時間後、
８時間後、１２時間後での乾燥餅の質量の変化を調べた。ここで餅の質量の減少量が水分蒸発量と等しいと
考える。

　≪実験２≫
　実験１で保湿力の高かった３種を、保湿力・ベタつき・使用感において５段階で評価してもらった。

３．結果
≪実験１≫
　数値は以下の表Ⅰ・Ⅱの通りである。通し番号４（ワセリン、ツバキオイル、グリシン）、５（ワセリン、ツバキオイ
ル、ヒアルロン酸）、８（ミツロウ、ホホバオイル、グリシン）が保湿力に優れていた。今後４・５・８をそれぞれA・B・
Cとする。

　≪実験２≫
　Cは数値的に高保湿だったが、使用するには固く唇には塗れず候補から排除した。
　保湿力について「非常に良い」「良い」を選んだ人がAは９０.９％、Bは１００％となり、同様にベタつきはAが９.
１％、Bが３６.４％、使用感はAが９０.１％、Bが８１.８％となった。総合評価は、ともに８１.８％となった。



表Ⅰ　実験１の結果（ワセリンベース）

（ｇ） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

塗布直後 ３３.０ ３３.１ ３２.９ ３３.１ ３０.０ ３２.５ ３０.０

４時間後 ３１.７ ３２.２ ３２.０ ３２.７ ２９.７ ３１.７ ２９.３

８時間後 ３０.１ ３０.３ ２９.８ ３１.９ ２９.２ ２９.８ ２７.９

１２時間後 ２８.２ ２８.５ ２８.２ ３１.４ ２８.８ ２８.０ ２６.２

減少量 ４.８ ４.６ ４.７ １.７ １.２ ４.５ ３.８

表Ⅱ　実験１の結果（ミツロウベース）

（ｇ） ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

塗布直後 ３２.８ ３５.０ ３２.０ ３２.９ ３２.７ ３０.６ ３２.９

４時間後 ３２.１ ３４.１ ３０.２ ３０.１ ３１.９ ２８.１ ３１.０

８時間後 ３１.１ ３３.０ ２９.１ ２９.０ ３０.７ ２７.０ ２９.７

１２時間後 ３０.１ ２９.８ ２７.５ ２８.０ ２８.５ ２５.８ ２７.６

減少量 ２.７ ５.２ ４.５ ４.９ ４.２ ４.８ ５.３

保湿力についてのアンケート結果
　　　　　A　　　　　　　　　　　B　

　　 　　　　　
べたつきについて
　　　　　A　　　　　　　　　　　B

　　 　　　



使用感について
　　　　　A　　　　　　　　　　　B

　　 　　

４．考察
ミツロウを含むものは固く十分に塗れず、保湿力が発揮されなかったと考える。そして、ツバキオイルが高保

湿な理由は、酸化しにくく蒸発しにくい物質オレイン酸が主成分で、水分蒸発を抑える効果があること、皮脂
に似ており保護膜の役割をすることなどが挙げられる。
アンケート結果について、Aがよりベタついた理由としては、アミノ酸であるグリシンを水に溶かして使用した

ことで、その水分によってベタついてしまったと考えられる。
　　Bの保湿力がAよりも優れていた理由としては、ヒアルロン酸の水分保持力が他の物質と比べても　非常に高

いことが挙げられる。

５．結論
ワセリン・ツバキオイル・ヒアルロン酸の組み合わせが、保湿力・ベタつきの無さでは最も優れていることがわ

かった。仮説したように水分を保持できる成分を含むリップクリームが保湿力に優れていた。しかし、リップク
リームを作る過程で少量の水を混ぜるため柔らかくなりすぎてティック型に形成する事ができないという点で実
用性に欠ける部分がある。今後べたつき度合いを改善することと実験回数を重ねていくことが必要である。　
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